
帰ってきた

in 和歌山

のカプセルタワービルデイズ展 in 和歌山　クロージングイベント

コスプレ声ちゃん／そうるまんきち（カブキラウンジ）
竹井ガガーリン／inoe／嶋田のぶんぶん（本町文化堂）
MIYA（音楽難民）／奥村一郎（和歌山県立近代美術館学芸員）
山野英嗣（和歌山県立近代美術館館長）和歌山県立近代美術館

2024.6.30
14:00‒17:00

日 

カプセルディスコDJイベント
カプセルA908横（アプローチプラザ）にて　＊キッチンカーもやってきます!14:30‒17:00

コスプレ声ちゃんのギャラリートーク　
聞き手：井上芳子（和歌山県立近代美術館学芸員）展示スペース（１階リーディングコーナー）にて

DJ

17:30‒21:00 「帰ってきた カプセルディスコ in 和歌山」アフターパーティー　　　　　　　　　　　　Bring Book Store（和歌山県立近代美術館2階）にて　

14:00‒14:30 入場無料

主催：和歌山県立近代美術館　協力：和歌山県立近代美術館友の会

主催：Bring Book Store

入場無料

¥1,500（1ドリンク付）



和歌山県立近代美術館
The Museum of Modern Art, Wakayama
〒640-8137 和歌山県和歌山市吹上1-4-14
https://www.momaw.jp 
TEL：073-436-8690　FAX ：073-436-1337
交通案内 :◎JR和歌山駅から:バスで約10分、「県庁前」下車、徒歩2分   ◎南海電鉄和歌山市駅から:
徒歩15分 /バスで約10分、「県庁前」下車、徒歩2分   ◎南海電鉄なんば駅から和歌山市駅まで特急で約
1時間　 ◎JR新大阪駅からJR和歌山駅まで特急で約1時間   ◎駐車場 : 1 時間まで 300 円、2時間まで
無料（展示室への入室者のみ）、以後30分ごとに100円 

約300点の写真などを紹介している「カプセルタワービルデイズ展」の
最終日となるこの日、声ちゃんによるギャラリートークとDJイベントを、
多くの方々の協力を得て開催します。
黒川紀章が1969年に発表した「カプセル宣言」。1970年の大阪万博に
おいてその思想はカプセル建築として実現し、さらに「中銀カプセルタ
ワービル」へと引き継がれました。そして、黒川紀章の重要な著作『黒川
紀章の作品』（1970年、美術出版社）に付された一柳慧作曲のレコード
「MUSIC FOR LIVING SPACE」（生活空間のための音楽）は、「カプセ
ル宣言」が当時最先端だった京都大学電子工学部のコンピューターを
使った黒川の合成音声で読み上げられています。今回のイベントは、こ
のレコードを基点に展開します。そこから、8人のDJがどんな音楽をつ
ないでいくでしょうか。どうぞお楽しみに !

4月27日（土）ー 6月30日（日）
和歌山県立近代美術館　リーディングコーナーほか［観覧無料］

のカプセルタワービルデイズ展 in 和歌山 


